
 

 

 

 

 

新結成7組織8人・組織内119組織807人 

各組織で仲間を増やし第22回大会を迎えよう 

 2019年度の組織拡大は、6月8日現在「新結成7組織8人、組織内118組織807人」

で計815人の到達となっています。先月開いた第3回中央執行委員会では、コロナ

禍の情勢の下でも、組織活動の停滞を避ける工夫を凝らして、夏季一時金闘争や

拡大を追求することを確認しました。そして第4次中期計画（最終年度）の拡大目

標に最後までこだわり、各組織で仲間を増やして第22回定期大会を迎えようと意

思統一しました。拡大の報告は中心が「ダンプ、労職、トラック、建設現場」と

なっています。各県本部・支部・分会では、「3密」避ける形で機関会議の開催に

こだわり、電話やSNSなどを駆使して各組合員との連絡や取り合うなど、仕事や生

活状況を把握し、つながりを絶やさないとりくみを心がけましょう。引き続き拡

大報告をお願いします。 

勤通大受講者は24名（5/28現在） 

困難な時こそ学習活動に力を入れよう 
建交労の学習活動の3本柱は、「パワーアップ試験、勤通大、わくわく講座」で

す。中でも勤通大は、広く深く理論学習を身に着けられる教材でもあります。 

建交労の受講者数は24名にとどまっています。全国的にはコロナ禍による活動

自粛が続いている地域も少なくありませんが、こんな時だからこそ各人が学習を

強化し、知的確信を深めることが切実になっています。現在も受講者募集は続い

ています。各組織で受講者を募りましょう。（別紙参照） 

 

     2020年 6月 9日   Ｎｏ.3 

全日本建設交運一般労働組合 中央本部 

2020年夏季闘争推進ニュース 

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 計
組織数 1 0 0 0 0 0 5 1 0 7
拡大人数 1 0 0 0 0 0 6 1 0 8
全体組織数 40 40 41 37 23 32 29 29 33 304

組織数（重複除く） 40 26 16 15 2 7 4 5 4 119
拡大人数 84 80 90 103 41 112 90 92 115 807

85 80 90 103 41 112 96 93 115 815

2019年度9月～　組織拡大数

新結成

組織内

組合員拡大合計人数

2020年5月28日時点の勤通大受講者数（18年度から基礎は入門に名称変更、20年度から基礎理論コースが新設）
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入門 118 104 92 85 99 85 49 36 26 30 28 17 68 27 65 20 11 9 16 25 26 14 7
労組 62 99 99 68 81 51 休講 休講 117 60 47 48 80 30 64 19 13 5 13 16 5 4 0
憲法 ― ― ― ― ― ― 439 87 21 6 12 8 休講 80 60 7 9 15 15 3 0 0
基礎理 17
チュー 4 2 1 3
合計 180 203 191 153 180 136 488 123 164 96 87 73 148 141 129 101 31 23 45 59 34 18 24



労働組合役員、学習活動家、全ての働く仲間のみなさんへ 

２０２０年度 勤労者通信大学 受講生募集を成功させましょう！ 

 

 

 

 

２０２０年５月 

勤労者通信大学学長 山田 敬男 

同部長 丸山 哲 

 

 

 日頃のご活躍に敬意を表します。 

 いま、コロナ禍で日本と世界がみぞうの危機にみまわれ、日本政府の対応のまずさが問

題になっています。検査の抜本的拡充と自粛や休業等の要請に補償を伴わせること、医療

体制を抜本的に拡充すること等が求められています。あわせて、コロナ禍に乗じた、緊急

事態条項など改憲論議を進めることは許せません。どさくさに紛れて、検察庁法改定案を

強行しようとしましたが、1000万を超えるツイートによる抗議に示された圧倒的な国民世

論の力によって、先送りになりました。日本の民主主義の底力が発揮されました。 

 今度のコロナ危機を通じて、あらためて、国民の命や生活を守る政治や社会のあり方が

根本的に問われています。安心して働き暮らせる社会、労働者や国民の声と願いがかなう

社会をつくるために、社会のしくみやものの見方・考え方をそもそもから学習することが

必要になっています。勤労者通信大学の学習はそのための最適の教育システムです。 

 2020年度募集活動の到達は 5月 9日時点で 534人（基礎理論 407人、入門 72人、憲

法 53 人）です。これは昨年同時期を上回る到達であり、10 年ぶりにテキストを全面改

訂した基礎理論コースへの期待と学習協の運動を反映したものとなっています。この中で、

青森、秋田、福島、群馬、山梨、愛知、滋賀、大阪、奈良、和歌山、兵庫、香川、佐賀、

長崎、宮崎の計 15県の学習協が昨年を上回っています。勤通大の目標は 1700人（基礎理

論 1000 人、入門 500 人、憲法 200 人）です。これらの学習協や労働組合の経験や教

訓に学び、さらに取り組みを広げる必要があります。 

 

①基礎理論コース～ベテランも青年も新人もこぞって受講の呼びかけを 

 情勢の変化や理論の発展を踏まえて全面改訂した基礎理論コースの学習内容は、学習教

育運動の中で総括的な位置を占めており、青年や初めて学ぶ人だけでなく、講師・チュー



ターや長年のベテラン活動家も学ぶ意味を大いに持っています。ベテラン学習活動家はも

ちろん、労働組合の幹部活動家やすべての人にこぞって受講を呼びかけましょう。 

 

②入門コース～運動のすそ野のいっそうの広がりを 

 2018年に新設された入門コースはこの 2年間、分かりやすくて誰でも学びやすいコース

として定着し、学習教育運動のすそ野を広げてきました。全労連わくわく講座の修了生に

も受講を呼びかけて、広げましょう。 

 

③憲法コース～今年いっぱいで休校することの周知を 

 2006年、第一次安倍政権で改憲策動が強まるなかで作られた憲法コースは、今年いっぱ

いで休校し、その内容は他のコースや書籍、総学習運動に引き継がれます。休校をまだ知

らない人も多いので、迷っている人にはぜひ今年の受講をお勧めしましょう。 

 

④出来うる手立てをすべて打ち、一人でも多くの人に声かけを 

 勤通大 2020 年度募集をまだ知らない人、迷っている人に、出来うる働きかけはすべて

行いましょう。学習ガイダンスの開催、入学案内リーフの送付、電話やＤＭでの声かけな

ど、可能な手立てはやりきりましょう。学習協や労働組合、民主団体、友人・知人と具体

的な作戦を立て、動く人を増やしましょう。何としても 1700人目標を達成しましょう。 

 

 

【２０２０年度 勤労者通信大学 開校要項】 

            受 講 料  テストの回数  通信の発行回数 

□基礎理論コース  １５，０００円      ３回       ４回 

□入門コース     ８，０００円      ２回       ２回 

□憲法コース    １０，０００円      ２回       ２回 

 

※「労働者教育協会」で検索すると、勤労者通信大学のページに行くことができます。 

 基本の宣伝物のＰＤＦデータをダウンロードすることができます。 

http://www.gakusyu.gr.jp/ 
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